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序 文 

 
 
 

日本国政府は、ベトナム国政府の要請に基づき、同国の第 2 次中部地方橋梁改修計画にかかる

事業化調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施しました。 

当機構は、平成 17 年 12 月 4 日から同月 24 日まで事業化調査団を現地に派遣しました。 

調査団は、ベトナム政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施

しました。帰国後の国内作業の後、平成 18 年 4 月に実施された事業化調査概要説明書の現地説明

を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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独立行政法人 国際協力機構 

理事 黒木 雅文 



 

伝 達 状 

 

今般、ベトナム国における第 2 次中部地方橋梁改修事業化調査が終わりましたので、ここに最

終報告書を提出いたします。 

本調査は、貴機構との契約に基づき弊社が、平成 17 年 12 月より平成 18 年 5 月までの 6 ヶ月に

わたり実施してまいりました。今回の調査に際しましたは、ベトナム国の現状を十分に踏まえ、

本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適した計画の策定に努

めてまいりました。 

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 
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第１章
AK  
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 橋長(支間長)(m) 幅員(m) 

現況 66.0(3@22) 4.4 

BD 結果 71.3(21+27+21) 5.5 

 橋長(支間長)(m) 幅員(m) 

現況 71.0(6@11.5) 0.8+4.5+0.8 

BD 結果 80.3(24+30+24) 5.5 

 橋長(支間長)(m) 幅員(m) 

現況 73.0(13+3@20) 4.4 

BD 結果 92.3(30+30+30) 5.5 

 橋長(支間長)(m) 幅員(m) 

現況 46.0(3@15.3) 4.4 

BD 結果 59.3(18+21+18) 5.5 



 

現存状況写真 

写真-1 Da Dung 橋：Binh Thuan 省 

  

木製床版で幅員 4.5ｍの現橋（ベイリー橋） 洪水で流出し布団籠で築造された橋脚 

  
改修済みの左岸側接続道路 改修済みの右岸接続道路 

写真-2 Tran 橋：Ninh Thuan 省 

  

幅員３ｍ、重量制限 5 ﾄﾝのコンクリート橋 橋面が低く洪水時に越流する 

  

左岸接続道路：幅員は３ｍ程度で舗装済み 右岸接続道路：幅員は３ｍ程度で舗装済み 



 

写真-3 Tam Ngan 橋：Ninh Thuan 省 

  

現橋：歩行者のみ通行可能。まれに落水者。 河川状況：雨季は急流となる 

 
 

左岸側：接続道路用地内の移転済み家屋 右岸接続道路：道路幅は狭いが舗装済み 
写真-4 Tan Van 橋：Lam Dong 省 

  
現橋：重量制限８ﾄﾝのＨ鋼桁橋 2000 年洪水で左岸側橋台が流出し仮復旧 

  

左岸側：現在舗装改装中 右岸側：現在舗装改装中 



 

写真-5 Ea Soup 橋：Dac Lac 省 

  

現橋：木製床版 8 ﾄﾝ制限ﾍﾞｲﾘｰ橋(床版取替中) ほぼ毎年橋面程度までの洪水あり 

  
右岸側接続道路：６ｍで舗装済 左岸接続道路：14ｍ舗装街路と接続 

写真-6 Krong K’Mar 橋：Dac Lac 省 

  

現橋：幅員が狭く 10 ﾄﾝ制限のﾍﾞｲﾘｰ橋 現橋：2005 年 12 月の洪水時の状況 

  

左岸接続道路：舗装された街路へ接続 右岸側：幅員は確保されているが未舗装 



 

写真-７ Ngoi Ngam 橋：Khanh Hoa 省 

  

現橋：木製床版の鋼桁橋（ﾊﾞｲｸまで通行可能） 現橋：古いｺﾝｸﾘｰﾄ橋が残存 

 
 

右岸接続道路：3.5m で舗装済（補修中） 左岸接続道路：3.5m で舗装済 
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要 約 

 

ベトナム社会主義共和国（以下「ベ」国）は、道路、鉄道、水運、および空路と多様な運輸

手段を有しているが、このうち道路輸送は、貨物では全体の約 70%、乗客輸送では約 80%を占

めるほど主要な輸送手段となっている。「ベ」国内の道路全延長は 204,000km に達し、道路密

度は 0.36km/m2 と近隣諸国と比べても比較的高い数値を示している一方、道路部門の投資が幹

線道路網の整備に集中しており、地方道の整備に十分に割り当てられていない状況にある。 

一方、橋梁については、1975 年以降、ベトナム戦争により破壊された多数の橋梁の改修を優

先的に進めてきたが、予算不足もあり、安価な仮設橋で対応せざるを得なかった。これら仮設

橋は、現在、耐荷力不足により重量制限を余儀なくされるだけでなく、桁下高が低いため雨期

の洪水により通行止めとなる等、通年通行が阻害され、地方開発における大きな阻害要因とな

っている。 

上記状況を踏まえ、「ベ」国は「第 7 次 5 ヵ年計画（2001～2005 年）」において、第 6 次計

画（1996～2000 年）から引き続き「都市と農村の格差拡大への配慮」を課題として取りあげ、

開発の重点を都市から地方へ移行しつつある。また運輸省（MOT: Ministry of Transport）も「2020
年までの道路開発計画（1998 年 11 月策定）」にて、地方道整備の重点地域として①北部の山岳

地域、②中部の山岳地域、③メコンデルタ地域を対象としている。 

同計画達成のため、「ベ」国政府からの要請に基づき、わが国は無償資金協力により「北部地

方橋梁改修計画（1995～1998 年）」、「メコンデルタ地域橋梁改修計画（2001～2003 年）」を

実施し、地方橋梁の建設・改修を通じ「ベ」国地方経済発展への協力を行ってきた。 

これまでの協力に引き続き、「ベ」国政府は同国中部地域 18 省（当時）により選定された緊

急度の高い地方橋梁 72 橋の改修・架け替えにつき、わが国に対し無償資金協力を要請した。こ

れを受けて 2001 年、国際協力事業団（現：独立行政法人国際協力機構／JICA）は「中部地方橋

梁改修計画基本設計調査」を実施し、その結果 45 橋（資材調達：23 橋、施設建設：22 橋）を

協力対象橋梁として選定した上で、基本設計が実施された。 

同調査結果に基づき、23 橋の資材調達および 14 橋の建設・改修が 2006 年 2 月までに完了し

た（1 箇所の橋梁建設は後に「ベ」国側が要請を取り下げ）。一方、未実施の 7 橋については、

基本設計調査終了から既に 3 年以上が経過した結果、対象地域における社会経済状況だけでな

く、世界的な鋼材・原油価格の上昇等、経済事情の変化により、適切な事業実施を担保するた

め、事業実施計画や事業費の見直しが必要な状況にある。 

以上のような状況から、未実施の７橋梁改修実施のため、本計画にかかる事業化調査の実施

を決定し、JICA は 2005 年 12 月 4 日から 12 月 24 日まで事業化調査団を派遣した。現地調査で

は「ベ」国関係者との協議を通じ、経年変化に伴う計画内容の変更要請有無を確認するととも

に、対象サイトの状況ならびに調達事情の変化を確認し、追加的な自然条件調査を実施した。

同調査の結果に基づき、日本国内で基本設計調査結果のレビュー、変更要請の妥当性検証、詳

細な設計作業、事業費の再積算を実施した後、2006 年 4 月 12 日から 4 月 20 日に事業化調査成



 

果説明調査団を派遣し、レビュー結果、ならびに詳細な設計成果について図面等をもとに説明・

協議し合意を得るとともに、「ベ」側負担事項の内容ならびに進捗状況を確認した。 

現地調査の結果、対象７橋付近においては交通量が増加し、接続道路の整備が進む等、対象

橋梁の重要性が基本設計時より増加していることが確認されるとともに、「ベ」国ならびに他

の援助機関による整備計画が存在しないことを確認した結果、当該橋梁は引き続き、我が国無

償資金協力による協力対象とした。 

対象橋梁の設計基準については、基本設計時に設定した事項を引き続き基本とするものの、

現地状況（地域計画の策定、交通量の増加、接続道路の整備状況等）が変化しているため、「ベ」

側要請に基づき、一部変更をせざるを得ない状況となった。具体的には、交通量が大幅に増加

した橋梁は幅員を拡幅（2 車線化）し、安全で円滑な交通の確保を図った。また、農産物等を

運搬する重車両混入率が増加し、省都への適切な迂回路が存在しない橋梁については、橋梁の

早期損傷を避けるべく、活荷重の高規格化を行った。 

さらに、「ベ」国内における工業化促進等による調達事情の向上から、建設資材・建設機械

等の調達先変更、ならびに使用する建設資材の変更を行い、経済性を考慮して、再度仕様の検

討を含む設計作業、施工計画の検討、概算事業費の積算を実施した。 

以上の結果、最終的に提案された計画概要は以下のとおりである。なお、表内囲み部分が基

本設計からの変更点である。この他、鋼製高欄の採用（全橋）、踏掛板の設置（5 橋）、地盤

改良の実施（１橋）等が変更・追加された。 

取付道路(m) 橋梁名 
位置：省名 

橋長（支間割）

(m) 
幅員 
(m) 

上部工

形式 
基礎 
形式 

適用 
活荷重 右岸 左岸 

Da Dung 橋 
Binh Thuan 省 

92.3(3x30) 7.0 PC T 桁 直接 H-13 152 172 

Tran 橋 
Ninh Thuan 省 

65.3(3x21) 5.5 同上 同上 H-13 116 119 

Tam Ngan 橋 
Ninh Thuan 省 

71.3(21+27+21) 5.5 同上 同上 H-13 22 187 

Tan Van 橋 
Lam Dong 省 

80.3(24+30+24) 7.0 同上 同上 H-13 105 93 

Ea Soup 橋 
Dac Lak 省 

59.3(18+21+18) 7.0 同上 同上 H-18 125 98 

Krong K’Mar 橋 
Dac Lak 省 

71.3(21+27+21) 7.0 同上 RC 杭 H-13 125 116 

Ngoi Ngan 橋 
Khanh Hoa 省 

49.5(2x24) 5.5 同上 RC 杭 H-13 94 92 

 

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合、概算事業費は約 11.49 億円（日本側負担

経費：約 10.98 億円、「べ」国側負担経費：約 5130 万円）と見積もられる。また、本計画の全

体工期は入札工程を含め約 22 ヶ月が必要とされる。 

本プロジェクトでは、対象 7 橋の建設までは運輸省第 18 計画管理局（PMU18）が管轄する



 

が、事業完了後、橋梁の運営・維持管理は各橋梁が位置する各省運輸局に移管される。主な維

持管理作業として、①橋梁および取付道路の定期点検や軽度の保守・補修（ほぼ通年）、②取

付道路における舗装のオーバーレイ補修（10 年に１回）等が想定されるが、これまで実施され

た橋梁整備計画実施後の状況を確認した結果、特段問題は見られない。また、年間の維持管理

費（平均）は、各省における道路維持管理予算の 0.6～2.1%程度であり、必要経費は十分確保で

きると判断される。 

本計画の実施により、以下の直接的および間接的効果の発現が期待される。なお、裨益対象

の範囲は橋梁が位置する「べ」国中部 5 省の郡に居住する住民であり、裨益人口は約 68 万人と

考えられる。 

(1) 直接効果 

1) 対象橋梁における洪水による通行止め期間が減少する（最大１週間程度→通行止め無

し）。 
2) 対象橋梁における車両重量制限が緩和される（最大で8トン１方向→30トン双方向）。 

 
 (2) 間接効果 

1) 地域経済活動が活発化する。 
2) 対象橋梁の維持管理費が低減される。 
 
なお、本計画は、地域全体の道路網整備の早期実現に非常に有効であり、しかも対象橋梁を

含む道路沿線の経済効果および住民の生活向上に寄与するものであることから、基本設計時同

様、本計画を無償資金協力により実施する意義は高いことが改めて確認された。
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